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来年 4月に開設予定の龍谷大学農学部を宣伝するために，各地の高校で「営業

活動」をしている。少子化，大学数の増大などを背景として，大学間の学生確保

競争は激化しており，様々な大学が地元だけでなく遠方の高校にまで足を延ばし

ているらしい。大学としては，高校 3年生が具体的な志望校を絞り込む夏休みの

前が勝負である。その結果，高校の進路指導の先生方は 6月から 7月にかけて，

1日にいくつもの大学から訪問を受けることになり，とても忙しいそうだ。

多くの先生方は，それでも時間を割いてくださるが，なかには「後で読むので，

資料だけ置いていって下さい」とおっしゃって，ものの数分で席を立つ先生もお

られる。そんな時には，「十分，お話できなかった」と凹む一方で，「楽に終わっ

た」と思わないわけでもない。先生方が話を聞く気をお持ちでも，こちらの意図

を伝えるためには，かなりのエネルギーが必要になるからだ。

私の専門である農業経済学に関する説明は特に難しい。龍谷大学農学部には，

植物の生命の仕組みを学ぶ「植物生命科学科」，植物を育てる技術を学ぶ「資源

生物科学科」，食と栄養と健康について学ぶ「食品栄養学科」，食や農に関わる社

会・経済問題を学ぶ「食料農業システム学科」の設置を予定している。

このうち，前三者は明快である。「植物生命科学科はバイオ系ですね」，「資源

生物科学科は一番農学部らしいですね」，「食品栄養学科は管理栄養士養成課程を

併設するのだから人気は高いでしょうね」と会話も弾む。ところが，「食料農業

システム学科」の説明を始めると，途端に雲行きが怪しくなる。最も多いのが，

「理系の農学部の中に，何故，文系学科があるのですか」という質問だ。

「食や農に関わる問題の多くは技術面の問題ではなく，社会や経済の仕組みの

問題である」，「農業の技術的特質，食べ物という財の物質的・社会的特殊性，農

業生産が行われる場である農村社会の文化・風習などを知った上で，その社会問

題・経済問題に取り組まねばならない」，「単純な経済学の論理のみでは農業問題

は解決できない」，「だから，農学部の中に，食や農の問題を経済学・経営学・社

会学等の観点から教育研究する学科が必要なのだ」などと本人も十分にはわかっ
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ていないような言葉を並べてみるのだが，反応は鈍い。先生方にご理解いただけ

た場合でも「高校生には難しいと思いますよ」とダメ出しされてしまう。

「食料農業システム学科は文系科目でも受験可とする予定なので，開設した暁

には，経済学部や経営学部を志望する生徒達の選択肢の一つに加えて下さい」と

だけお願いし，ザラザラした気持ちで校舎を後にすることも少なくない。

世界には飢餓に代表される食料問題が山積している。また，我が国の農業は産

業として危機的な状況にある。しかし，それでも我が国は，世界で最も豊かな食

生活を謳歌している。そういう状況下で，食や農の問題を社会・経済問題として

リアルに捉えることは，多くの人々にとって難しいことなのかもしれない。社会

経験の少ない高校生にとっては「何をかいわんや」なのだろう。

ただし，希望がまったくないわけではない。オープンキャンパスや模擬講義な

どで，その学問の内容や意義を丁寧に解説すると，必ず，何人かは目を輝かせて

くれる。食べ物や農業の問題を社会や経済の問題として捉え，その解決方法を，

それらの自然科学的な特性を加味しながら社会科学的に考究することは間違い

なく重要である。重要なことである以上，若い人達にも理解していただかねばな

らないし，重要であるならば，必ず理解していただけるはずである。そして，そ

のためには，高校生に対する直接的な語りかけを欠かすことはできない。

スティーブ・ジョブズは，米ペプシコーラ社のジョン・スカリーをヘッドハン

ティングする際に「残りの人生も砂糖水を売ることに費やしたいか，それとも世

界を変えるチャンスが欲しいか？」という殺し文句を使ったといわれている（そ

の後，この 2人の間には色々あったようだが･･･）。 2年前，当時の職場で研究者・

教育者としてのキャリアや将来について悩んでいた私は，これと同じくらいあり

がたい言葉――少なくとも私にとっては――をかけていただき，龍谷大学農学部の

開設準備に取り組むことになったが，その言葉に見合うだけの働きは未だできて

いない。ペーパーワークも広報活動も一通りは担当してきたが，今後は，高校生

と直接対話する機会を増やし，食や農の問題を社会面・経済面から捉えることの

重要性と面白さを伝えることで，農学部内に文系学科を設置することの意義を説

き，龍谷大学農学部の開設に少しでも貢献したいと考えている。

（龍谷大学 経営学部 教授　香川文庸・かがわ ぶんよう）
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